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HITACHI 


取扱説明書 


ふとんなしで使えるこたつ 


曰立ぽかぽかテ-"^レ 
KTR - 72 お/ KTR - 102 お 


このたびは日なぼかぼかテ-フルをお買し化げしただき、まことじあ 
りがとラございました。この取扱説明書をよ<お読みじなり、正しぐ 
ご使用<ださい。お読みになったあとは保証書、ご相談窓口一覧表と 
ともに大切に保をしてください。 
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妄去のため必ずお守りください 


絵表示について _ 

この取扱説明書および製品への表示では、製品を安 
全に正しくお使いいたださ、あなたや他の人々への 
危害や財産への損害を未然し防止するためし、いろ 
いろな絵表示をしていまず。その表示と意巧は次の 
よラになっていまず。内容をよく理解してから本文 
をお読みください。 


A 危険 


A 警告 


A ま意 


この表示を無祝して、誤った取扱 
いをずると、人が死亡または重傷 
を負う危膀が差し迫ってをじるこ 
とが想をされる内容を示していま 
ず。 

この表示を無視して、誤った取扱 
いをずると、人ザ死 t または重傷 
を負ラ可能性が想定される内容を 
示していまず 0 

この表示を無視して、誤った取扱 
いをずると、人が傷害を負ラ巧能 
性ザ想定される巧容および物的摸 
害のみの発生が想定される内容を 
示していまず。 


絵表示の例 


A 


この記号はま意（危険•警告を含む）を促ず内容があ 
ることを告げるちのでず。図の中に具体的なを意内 
容が描かれていまず。 ‘ 




この記号は禁止の行為であることを告げるものです。 
図の中や近傍に具体的な禁止内容が描かれていまず。 


〇 


この記号は行為を強御したり指示ずる内容を告げる 
ものでず。図の中やお傍に具体的な指示内容が描か 
れていまず。 




警告 


改造は絶対にしない。サービスマン仪外の人は、 
分解したり修理しない。 

(乂災-感電-けがの原因） I ク 


修理はお買ぃ上げの 
販売店または曰立家 
電品のお客様ご相談 
窓口にご相談くださ 
い0 




(S) 


吸化口、吹出口やずを間にピンや針金などの金屬 
物等、異物を入れない。_ 

(感電や異常動作して ) 

けがの原因） ぶた jC 


m ： 


0 


電源プラグはコンセントの奥までしつかり是し 
込む。 

(感電.ショート.発煙.発火の恐れ） 



〇 
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A 警告 


交流1日日 VIU 外では使用しない。 

(乂災-感電の原因） 

織 


直流電源や如日 V 電源 
で使用しない。 


0 


電源コードや差么プラグが傷んだ 
り、コンセントの差し这みがゆる 
いとまは使用しなし、。 

(感電•シヨー S • 発义の原因） 



0 


電源コードを傷つけたり、破損し 
たり、加工したり、無理に曲げた 
り、引っ張ったり、ねじったり、 
たばねて通電したり、高温部に近 
づけたり、重いちのを載せたり、 
はさみ込んだりしない。 

(電源コードが破損し、火災•感電の原因） 


0 


A 注意 


差込ブラク’を巧くときは、電源=1コント□-ラ-に水やお茶をこぼミやしミミミ!!ミ琴;^ 
-ドを持たずに必ず先端の差么プさなぃ。 ミミ责？ I 卜をトフ 

ラグを持って巧く。 （過熱 • 感電の恐れ） 滅气外貧時雨の盾因） 

傭電やシヨ-卜して発乂の原因)。 \\ ^ い (電源コ-卜か破担し人火•感巧の原因） 



〇 




万一こぼしたとさは、 
直ちに使用を中止し、 
販売店の点檢を受ける。 



0 


脚を外したり、逆さにしたり、な座布団、座いずやあ類などを中に器具用プラグにピンやごみを付着 
てたりして使用しない。 入れたり、洗濯物などを乾燥しない。させなし、。 


(火災の原因） 



機 



0 


(過熱して乂义の原因） 

書 

1^0 


(感電•ショー h •発火の恐れ） 




0 



0 


ふとんをやぐらの中に押し么んだスプレーなどの吿を中に入れな 
り、半開さのが態で使用しない。し 

(乂災の原因） （爆発や火災の原因） 



羞 


使用時外は、差込プラグをコン 
t ン S から抜く。 

(けがややけど、絶縁劣化による感電’ 
漏電火災の原因） 


0 



0 















る郁のなま是と抽たをき 


•やぐら 厂専用テーブル 

I 両面使えまず（同栖品） 
I (抗菌剤入り化粧板） 


•銘板 

(やぐらの上面に 
あ0まず） 

•コードフック 

電源コードを保護 
しまず。 

•器具用プラグ 


発熱部 

(全面が暖まりまず） 


専用コントローラー 

必ず専用品をお使い 
<ださし、。 

電源コードー 


•遠赤外線パネルヒーター 卷なづぅヴ- 

(特殊面ヒーター採用） 

植毛加エパネル面は、全面の温度 — 

があがって遠赤外線を照射しまず。 

触れかたじよっては、熱いのでま — 

意してくださし、。 


付属品 


スパナ 


ボル h (座金組込） 


《図は KTR -72 おを示しますが 
KTR -10 涨も形がは異なりますが使いかたは同一です。 




特長 


-- •お部屋ひろびろ•お掃除ラクフソ 

快適、便利な 

遠 ホぼぶぼかテ々化 

ワイドな遠赤外線パネルヒーター採用 
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通電ランプ 


参スパナは使用後、大切 I こ保をして<ださし、。 
•脚は使用中じゆるむことがあります。 

とさどさ確認して締めつけて<ださい。 



やぐらを壁などじ、倒れなし、ようじなて掛けます。 
脚を図のよラ I こ脚取が金具じ含むせて、ボル!^を 
金具の巧に通し、手で仮 it めしてから巧属のスバ 
ナでしつかの締めつけます。 


やぐらじ脚を取り付けます 



専巧コン h 口ーラー 



組みたてかた 




高54321低 I 切 


温度調節•電源 
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暖房テーブルとして使ラとさ 
■使用前の準備 ■使用の順巧 


4 器具用ブラブを、ブラブ受けに 
I しっか0と差し込む 

ブラブ受け 


2 コードフックに電源コードを 
取りがける 

コードフックの切□を巧し開いて、電源コ- 
ドを図のぶラに取り巧けます。 

信< 

切 □ 

コードフック 

※工場化荷時は取り巧けてあります。テーブルとし 
て使うなど、電源コードをはすしたときは、必す 
コードフックじ取りがけ直して<ださい。 

3 専巧テーブルをのせる 

毒用テーブルを必すやぐらの上にのせて使い 
与。 

•専用テープルは雨面とを使えます。 

専用テーブル 


•窓をしめるなど、保温をよ<して使ラと効 
果的です。 





® 差込ブラヴをコンセン h じ 
差し込む 

差逆ブラブを、正し<配線された交流 
100 V のコンセン SI こ、根元までしつか 
りと差し逆みます。 



操作ツフ乏で電源を入れ、 

V Z y 巧みの温度に調節する 

の電源を入れます。 _ 

操作ツブミを「切」から「低」側じスライド 
させます。通電ランプが点巧します。 
を)巧みの温度 I こ調節します。 


f ◎ 

① 


■使用後は、電源を切り、差込ブラブ 
を抜< 
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寒さが厳し<室温が低いときや、巧みじぶつて 
獻とんをかけてお使い<ださい。 

p — 掛ふとん 

保温性のぶいゆった0したをのをなけます。 


辜用テーブル 


、差込フラブ- 


I 敷ふとん 

床に熱ガじげるのを巧ぎ、暖巧 < 経をのです。 

■巧みの温度 I こ調節してお使い<ださい。 


の電源コードを——5—— 
はずす ク開く 

コードフックの切□を 切口 

巧し開いて、はすしま 

す。 コードフック 

•発熱部ははすさないで 
<ださし、。 

参コント □ ーラーはポ U 袋などじ入れて大切じ 
保をして < ださい。 

圍専巧テーブルをのせる 


A 使用上のご注意 


A 注意 


他の熱器具と併用しなし、。 

(過熱して火災の恐れ） 



コン トローラーをこたつの中に入れ r 使用しない。 

(異常動作して、けがや乂災の恐れ） 


(S) 



0 


発熱部の上にのったり、衝擊や振動を加えたり、発熱部の上にのを置いたり、巧類などを乾燥しな 
変おさせない。 / Ov ゾ し、。觸熱して火災の原因） 

(損傷、感電、けがの恐れ）一 


0 




0 


テーブルタツプは使用しなし、。 

(過熱してやけどや火災の恐れ） 


電源コードを脚に巻さつけて使用しなし、。 

(損傷して乂災の恐れ） 






0 











知っておいていただをたいこと 


参シーズンの始めなどじ、専用テーブルの襄 
面に露がつ<ことがあります。これはふと 
んや、やぐらなどの湿気が蒸発して結露す 
るためです。タスルなどで/3、きとつて<だ 
さい。 

こたつとして使ラときは、な\とんをこまめ 
じ曰に干すか、專巧テーブルとみとんの間 
じ木總のバスタスルなど、吸湿しやすいを 
のを置 < と効果的です。 

•テレビ-ラジス.補聴器やワープ□などを 
そばで使うと雑音が入ることがあ0ます。 
このぶラなとさは、こたつやコン h □ーラ 
~から50规1以と離してご使话< ださい。 

参初めてご使用じなる場合、かし塗料のにお 
いがしますが、ご使用じとをないな<なり 
ます。 

•発熱部なら、「カチッ」と音がすることがあ 
0ます。巧部スイッチの動作音です。 

♦専用テーブルや、やぐらの表面が暖か<な 
ることがあ0ます。’物を置いたところは、 
特に暖か < なります。 

•床面じ凹凸があると、専用テーブルとやぐ 
らの間でがたつきます。 

このようなときは、置き場所をすらすとか、 
がたつ<脚の下に敷き物などを入れて調藝 
して < ださい。 



参専用テーブルを長をちさせるためじ證い衝 
撃をちえたり、茶器の底などでこすつたり 
しないで<ださい。また水などをこぼした 
ときは、すぐにな\きとつて<ださし、。 

♦専用テーブル表面は、抗菌処理をしていま 
す。 

参運範中に発熱部が多少そつて、音がするこ 
とがあ *0 ますが、熱膨張じぶるをのです。 
ぶ\れたりすると、そつて音がします。 

♦発熱部は、遠赤外線パネルヒーターを使用 
しているので、こたつの中は明る<なりま 
せんが、フイルドな暖かさが得られます。 


•熱に弱い床面（短化ビニール、ピータイル 
など）は、変色•変形することがあります。 
力—ペットなどを敷いて<ださい。 



♦専用テース u ま多少そることがありますが、 
運転を停止すると徐夕 I こをどります。 


まをにお使いしが:だくためのおお 


次のょラな場台 I こは、お使いじなるのをやめ、お真い上げの販売店じ点樣を依頼して<ださい。 


使 用前に次の異常があつたとき 

•電源コードの損傷（被覆のすりきれ、破れ) 
•器具用プラブやコン h □—ラーの破摸 
•発熱部の変形、破摸や脚のぐらつき 


使用中じ次の 状態じなつたとき 

•差込フラブやコン□ーラーが異常じ熱い 
♦器具用プラブやコン S □—ラーの中で广ジ 
ージー」音がする 

争電源コードやコン S □ーラーじ離れると通 
電したり、通電しなかつたりする 
隹通常使用の温度調節目盛でめるぐ感じた 
り、「高」じしてち暖まらない 
•取扱説明書どおりに使用してを、不審の点 
がある 


お手入れのしか 


必、す電源スイッチを切り、差込プラブを巧いて巧つて<ださい。 


専用テーブル-やぐら- 発熱部のお手入れ _ 

巧れたときは、合所用中性洗剤を窓方した シンナーやベンジンなどは、専用テーブル， 

ぬるま湯じ浸した巧で感さとります。 やぐら•脚をいためる原因となりますので、 

参中性洗剤が残らないよラに、からぶきをし 絕巧に使用しないでください。 



•植毛加工/ \。ネル面は金属など硬いをのでこ 
すらないで<ださい。植毛がはがれること 
があります。 



僕管ずると養 


ほこりや巧れをぶ<落としてから、お手持ち 
の箱(こ入れて湿気の少ない場所に保管して< 
ださい。 
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化様•性能 


ぉ 名 

KTR -72 

KTR -102 

定 巧 

交流 100 V -410 W (50-60 Hz « 用） 

交流 100 V -500 W (50-60 比巧巧） 

コード 

コン h □—ラーイすコード 3.0 m 

発熱 体 

特巧耐熱: J ムコ ー ド ヒーター 

温度 ヒューズ 

動作温度109で 

製品 寸法 

たて 75011X ぶこ 75011X 高さ％ CI11 

たて 75 cm X ぶこ1 05 cm X 高さ36011 

製品質量（専用テーブル含む） 

約 14 te 

約 20kg 


温度調節目盛 

「高」 

「3」 

「低」 

「高」 

「3」 

广低 J 

暖房テーブル 
で使用 

1時間当0の消賽電力量 
(ワツ h 時） 

約230 

約 1 如 

約95 

約280 

約200 

約100 

こたつで使巧 

( 店\とんを、 

1 かけて使ラノ 

1時間当0の消費電力量 
(ワツ h 時） 

約130 

約90 

約お 

約180 

約120 

約60 

側画中巧空気温度 
(で） 

約56 

約45 

約33 

約56 

約45 

約33 


暖房テーブルとして使用のとき 

※消費電力量は室温15でで、ふとんを巧けない、閉めきった部屋で人ヴ入らないが態で5時間通電した場含の平巧值です。 

こたつとして使用のとき 

※消費電力量は室温15て)で、厚ち3則1の綻ぶとん、こたつテーブんお、保温7、ソ h を用い、人ヴ入らないが態で5時間通電した場含の牢巧值です。 
《側面中巧空気温度は室温20でで電気用品取締をじ薑ブ < 測を值です。 


保認とアつ夕 I 



(必ずお読みくださし、) 


保謹書(別添） 

保証書は、必ず「お買い上げ曰-販売店名」等の記入を 
お確かめのラえ販売店から受け取っていただを、内容を 
よくお読みの後、大切に保存してくださし、。 
•保証期間は、お買い上げの曰から1年でず。 


修理を依頼されるとをは匯聲 iMI 

「安全にお使いいただくための点検 J (日ぺージ)に従って 
調べていたださ、なお異常のあるとさは、ご使用を中止し、 
必ず差込プラグを巧いてから、お買い上げの販売店に修 
理をご依頼ください。 


■連絡していたださたい内容 


口々 

ロロ な 

白立ぽかぽかテーブル 

お 名 

(銘板に書いてありまず） 

お買い上げ曰 

年月 曰 

故障の状況 

(でさるだけ具体的に） 

ご住所 

(付近の目印等ち併せてお知らせください） 

お名前 


電話番号 


訪問ご希望曰 



《銘板はやぐら上面にありまず。 

■保証期間中は 

修理に際しましては保証書をご提示ください。 

保註書の規定に従って、販売店が修理させていたださま 
ず。 

■保証期間が過ぎているとをは 

修理ずれば使用で去る場合には、ご希望により修理させ 
ていたださまず。 


補修箱性能部詰の最低保有期闡 

ぽかぽかテーブルの補修用性能部品の最低保有期間は、 
製造巧ちのり後日年でず。 

•この期間は通商産業省の指導によるちのでず。 

•補修用性能部品とは、その商品の機能を維持ずるため 
に必要な部品でず。 

I 修攘料金のしくみ 


修理料金=技術料+部品代十出張料でず。 


技術料 

故障した製品を正常に修復ずるための料金で 
ず。技術者の人件費、巧術教育費、測定機器 
等設備費、一般管理費等が含まれていまず。 


部品代 

修理に使用した部品代金でず。その他修理に 
イ寸帯ずる部材等を含む場合ちありまず。 


出張料 

窝品のある場所へ巧術者を派遣ずる場合の費 
用でず。別途、駐車料金をいただく場合があ 
りまず。 


ご転居されるどきは 

ご振居によりお買い上げの販売店のアフターサービスを 
受けられなくなる場合は、前ちって販売店にご相談くだ 
さい。ご乾居先での曰立の家電品取扱店を紹介させてい 
たださまず。 

ご不明な点や修理に関するご相談は 

修理に関ずるご相談並びにご不明な点は、お買い上げの 
販売店または別紙(黄色用紙）「ご相談窓口一覧表」の窓 
□にお問し^合わせくたさし、。 
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